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「新成長戦略（基本方針 （平成21年12月30日閣議決定）抜粋）」

（大都市の再生）

大都市は、これまでは国の成長の牽引役としての役割を果たしてきたが、

ソウル、シンガポール、上海、天津等の他のアジア都市は国を挙げて競争力

向上のための取組を推進しており、国としての国際的、広域的視点を踏まえ

た都市戦略がなければ、少子高齢化もあいまって東京でさえ活力が失われ、

国の成長の足を引っ張ることになりかねない。

このため、成長の足がかりとなる、投資効果の高い大都市圏の空港、港湾、

道路等の真に必要なインフラの重点投資と魅力向上のための拠点整備を戦略

的に進め、世界、アジアのヒト・モノの交流の拠点を目指す必要がある。こ

の整備に当たっては、厳しい財政事情の中で、特区制度、 、 等の積極PFI PPP
的な活用により、民間の知恵と資金を積極的に活用する。

第３回成長戦略策定会議（平成22年2月10日）配付資料 抜粋

⑩国際競争力強化に向けた新たな大都市圏戦略の策定

【平成22年度予算0.6億円】

・ソウル、シンガポール、上海、天津、グレーター・ワシントン等、世界におけ

、 、る成長著しい大都市圏は 国を挙げて競争力向上のための取組を推進しており

わが国の大都市圏についても、現行の大都市圏計画を抜本的に見直し、地域主

権の考え方に留意しつつ、国際的、広域的視点を踏まえた国家戦略的観点から

の「大都市圏戦略」を新たに策定する作業を進める （戦略策定は、平成 年。 23
度目途）



「国土交通省成長戦略会議報告書 （平成22年5月17日）抜粋」

Ⅰ.大都市イノベーション創出戦略

日本の成長を実現する上で、まず国を挙げて喫緊に取り組むべきことは、アジ

ア諸都市の台頭による日本の国際競争力の相対的低下への懸念の中、国の成長を

牽引するエンジンである世界都市東京をはじめとする大都市について、国の主導

により、大都市に関する戦略を明確にし、大都市の再生や成長を促す従前の仕組

みを更に発展させ、これまでの既成の考え方にとらわれず規制緩和や金融措置な

どを講じることにより、民間の資金・活力・アイディアを最大限に引き出して国

際競争力を強化することである。

、 、 、 、その結果 激化する国際都市間 特にアジア間競争に勝ち抜き 世界中から人

モノ、金、情報を呼び込むアジアの拠点、世界のイノベーションセンターとなる

ことを目指す。

テーマ別の政策検討

Ⅰ 大都市イノベーション創出戦略

～国際都市間競争に打ち勝ち、世界のイノベーションセンターへ

世界都市東京をはじめとする大都市の国際競争力の強化

１）将来目指す姿・あるべき姿

東京をはじめ我が国のポテンシャルの高さを世界に発信可能な大都市におい

て、オフィス機能の単なる拡大でなく、以下の多様な機能が備わった都市拠点を

形成することにより、激化する国際都市間の競争に勝ち抜き、人、モノ、カネ、

情報を呼び込むアジアの拠点、イノベーションセンターを目指す。特に東京にお

いては、羽田の２４時間国際拠点空港化等を契機として文化・交流機能や交通ア

クセス機能を強化し、経済と環境が両立した世界最先端の「ビジネス・エコシテ

ィ」を目指す。

３）課題に対応した政策案

早期の実現を目指すもの（平成２３年度概算要求を含む ）。

①ⅱ）国家戦略的観点から「大都市圏戦略基本法(仮称)」を制定し(首都圏整備

法等を抜本改正 、国が国家戦略として「大都市圏戦略」を策定する(平）

成23 年度)。


